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4.研究プロジェクト計画の概要(1000 字以内) 

 内耳の発生異常、老化や各種内耳障害における転写因子、活性酸素、ステロイド剤やその受

容体の影響を検討する。本実験では主に実験動物を使用した研究を行う。内耳発生機序の解

明については胎生期マウスの内耳を摘出し、遺伝子発現を検討する他、内耳標本を作製し、内

耳形態についても検討する。同様に加齢動物を用いた検討より、加齢に伴う聴力障害について

検討する。その他の内耳性難聴の障害メカニズムの検討については、各種モデル動物を作製、

または内耳を摘出し、内耳器官培養の手法を使用することにより行う。内耳障害については主

に虚血性障害、音響性障害、耳毒性物質による内耳障害について検討を加える。 
 それぞれの障害における各種転写因子、活性酸素の影響を薬物実験、ノックアウトマウスを用

い、検討する。転写因子に関してはＧＡＴA 転写因子など内耳での胎生期の発現が確認されて

いる因子から検討を始める。活性酸素の面では Prx1、Nrf2 その他の活性酸素を制御する酵素

を中心にその影響、内耳障害に対する保護効果を検討する。ステロイドの影響については今ま

での本グループでの検討でグルココルチコイド、エストロゲン、dehydroepiandrosterone は内

耳に対し、保護効果を示すことが確認されており、これらを中心にその受容体の影響と合わせ、

検討する。神経障害の検討については我々の研究グループ（高橋智）で作製されたMafb-creマ
ウスでは Mafb-cre が聴覚経路の神経に強く発現していることが確認されており、本マウスを用

いることで神経細胞の同定が容易となる。 
 
 
 
 
 
5.研究プロジェクト計画の概念図 

 

 
 
 

 


